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磯井m真　rサボテンにホロホロ鳥彫漆飾棚｣ (1936) 鎌田稼堂｢堆朱菱盆｣(1941-45)

温暖で美しい自然に恵まれた静岐高松の地は､

江戸時代未に玉椿象谷によって漆芸発展の基礎

がつくられました｡象谷の作風は極めて多彩で､その

技法においでは彫漆はもとより､萄尊､存清､藍胎萄

背などに及び､中国で発達した彫漆や東南アジア

の藍胎萄啓の影響を強く受けながら独自の日本

的漆工技法を完成させましたoことに蒔馨､存清はわ

が国に新しい漆工技術を取り入れたことで注目され

ていますo高校の地の漆芸は以来こうした技法を特

色として､明治から大正へと多くの名工によって受け

継がれました｡

ことに昭和2年から帝展､新文展に工芸部が設

置されてからは､作者自身の個性的表現が重視さ

れる3:うになり､磯井如其らを中心に独創的で近代

的感覚にあふれる作品が次々に生み出され､漆工

芸の近代化が確立されまLTL:oまた戦後も日展､伝

統工芸展を舞台に清新な息吹と現代的で農かな

感性に彩られた賛嘆漆芸が優れた作家たちによっ

て創出され､脈々とその伝統は受け継がれ､発展さ

せられています｡この展覧会は開館5同年記念展と

して玉措象谷から今日に至る費岐漆芸の流れを概

観し､そのきらびやかな美の変遷を展観するものですo

r次回展覧会のお知らせ

キュピズムの巨匠-

レジェ展
2月25Ej髄～3月27日旧)

1第5期常設展のお知らせ

20代の作品とその後
(現代美術･工芸部門)

1月22日仕上3月27日(日)
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